
吸収材
緩衝材

・「輸送している病原体の必要な情報」が記載されたラベルを貼付

記載項目および記載例

・分離株 ID/番号 例： eiken 1234
・分離株名 A/NIPPON/1/2009
・亜型と継代歴（細胞名、継代数） AH1pdm   MDCK 1 

一次容器は、以下の要件を備えていること

・「外ネジ」タイプのチューブ ・ 防水性 ・密閉性

基本三重梱包の手法

二次容器の中には、液体全部を吸収す
るために十分量の吸収材を入れ、緩衝
材で包んだ一次容器を入れる。

外装容器には二次容器と
一緒に検体送付状
を入れる

一次容器

検体送付状

•  •  •  •

外装容器

カテゴリーＡラベル

u
n

PROPER SHIPPING NAME （品名）
INFECTIOUS SUBSTANCES
AFFECTING HUMANS

UN  NUMBER :  UN 2814

記載例

ＦＲＯＭ

送り主の住所・氏名

ＣＯＮＳＩＧＮＥＥ

受取人の住所・氏名

ＥＭＥＲＧＥＮＣＹ ＣＯＮＴＡＣＴ

ＰＥＲＳＯＮ：緊急時連絡先の氏名

ＰＨＯＮＥ：２４時間対応可能なTEL

ＰＥＲＭＩＴ ＮＵＭＢＥＲ（ＩＦ ＡＰＰＬＩＣＡＢＬＥ）
（国内便は記入不要）

「外ネジ」タイプ

二次容器は、一次容器の保護の為に以下の要件を備えていること

・耐久性 ・防水性 ・密閉性

(反対面）

天地ラベルは相対する
２側面へ貼付

オーバーパックへ

二次容器

製造年

カテゴリA（class6.2)用の国連規格
の検査を通った印

容器の規格を確認した国

容器型式

製造者の番号

4GU / CLASS 6.2 / 07
NZ / CAA 43582

※内ネジのチューブは、ネジ筋に沿ってリークが起こる可能性がある

ため外ネジタイプを使用。



オーバーパック使用時の注意

ドライアイスを入れた場合は
危険性ラベルを貼り、
品目名（UN1845）と正味重量を
ｋｇ単位で記載する。

基本三重梱包が施された
病原体等輸送荷物

天地ラベルは相対する２側面へ貼付

OVERPACK

◆ オーバーパック表書の必要記載と貼付ラベル（例）

品目名：UN2814
INFECTIOUS SUBSTANCES
AFFECTING HUMANS

UN1845 Dryice xx kg

送り主：
住所・氏名

受取人：
住所・氏名

緊急時連絡先：
氏名・ＴＥＬ

カテゴリーAラベル（品目名の記載されている面と
同一面に貼ること）

オーバーパックであることを明示

段ボール製の
国連規格容器

UN2814
にチェック

下記の項目については以下（赤文字）に記入例を示します。個別の事例で異なる場合には、事前にそれぞれの航空会社貨物カウンター
へご相談ください。（※ ドライアイスについての記載場所は航空会社で異なりますので、ご注意ください）

（ANAの場合）（JALの場合）

② 品名
INFECTIOUS  SUBSTANCES
AFFECTING  HUMANS

③ 分類 感染性物質

④ 国連番号 2814

⑤ 等級 （記載不要）

⑥ 混合包装使用の有無 NO
※ただしオーバーパックを使用したらYES

⑦ 内装 国連規格カテゴリーA容器

⑧ 内装あたり正味重量／容量

⑨ 外装 国連容器を使用の際には「プラダン」
あるいは「段ボール」

⑩ 外装あたり正味重量／容量

⑪ 個数

（ 航空会社側記入欄 記載不要 ）

外装容器と同様の内容を記載

輸送経路によって異なりますので
貨物カウンターへ問い合わせて確認してください

危険物申請書 記入例

保冷材

✔

u
n

製造年

容器の規格を確認した国

容器型式

製造者の番号

4GU / CLASS 6.2 / 07
NZ / CAA 43582
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